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わが家の防災対策

　日本は、火山、断層が日本全国にあり、プレートが重
なり合う地であることから地震が起こりやすいとともに、
海流の影響を受け、季節ごとに気象変動が起こりやす
いところです。
　本町のある房総半島は、東方沖にプレート断面をか
かえ、地震津波の危険があるとともに、３方を海に囲ま
れ、黒潮海流から運ばれた湿った空気により気象が影
響を受けやすい地域です。そして、災害になりうる自然
事象は50年、100年さらには数百、数千年という長期の
単位で生じる可能性があります。
　睦沢町も過去から繰り返し災害を受けています。過
去に起こった災害は、繰り返し起こる可能性が高いとい
えます。過去の災害を知り、本町の特性などから身のま
わりで起こりうる自然事象等を考え備えましょう。 

地震によるもの

▪	関東大震災 （大正12年9月1日）
	 家屋壁土振り落ち、一部損壊、倒覆、住家倒潰、非住家倒潰、
非住家半潰、家屋倒潰による死者1名、軽傷者数名、瑞沢小
学校一部損壊

▪	東方沖地震 （昭和62年12月17日）
	 住家被害のほとんどが屋根瓦の崩落

▪	東日本大震災 （平成23年3月11日）
	 住家非住家ともに一部損壊

大風、大雨、台風によるもの

▪	昭和13年 大水害
	 6月上旬…向新田橋流失　
	 10月21日…北川、川瀬、南川、富貴楽等の橋梁の流失、大破損	
このほか…家屋浸水、道路欠損

▪	昭和44年6月 梅雨前線
	 がけ崩れ　瑞沢小学校校舎の3分の1が倒壊、軽傷者１名

▪	昭和45年 関東地方南部の大雨
　降雨量約300㎜、鉄砲水によるがけ崩れ、堤防決壊、中学校校
庭の流失、道路決壊103か所、橋梁流失6か所、河川堤防決壊
11か所、家屋倒壊および破損22か所、床上浸水74世帯、床下
浸水199世帯、川島久保地区では孤立

▪	昭和46年 台風25号　　
　降雨量424㎜、がけ崩れ、河川の氾濫堤防の決壊、中学校校庭
土砂流失、瑞沢小学校プールサイド土羽の崩落、各学校の校舎
の破損、道路決壊112か所、橋梁流失2か所、河川堤防決壊5か
所、家屋の全半壊7世帯、床上床下浸水149世帯、川島久保地
区の孤立

▪	昭和47年12月の豪雨
　女ヶ堰堤防決壊など道路、橋梁、河川の被害23か所、家屋の半
壊、一部損壊4棟、床上浸水11戸、床下浸水94戸

▪	平成元年 台風12号
　床上浸水2戸、床下浸水5戸

▪	平成8年 台風17号
　床上浸水165戸、床下浸水12戸
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